
　社会資本総合整備計画 事後評価書             令和05年03月29日

計画の名称 安全で安心な地域の交流拠点の形成

計画の期間   平成２８年度 ～   令和０２年度 (5年間) 重点配分対象の該当

交付対象 各務原市

計画の目標 各務原市緑の基本計画では緑の保全、整備、育成に係わる政策を重点的に推進するため、供用開始から年月が経過し老朽化した公園について、積極的にリニューアルしていくことを明記している。

地域づくりの拠点となる公園の整備、バリアフリー化や利用者のニーズをとらえた公園施設の採用、高齢者対応などの機能の再編をふまえた公園の再整備を行う。さらに、民間のノウハウや資金を導入した

公園施設の一体的なデザインや整備・運営を行い、公園周辺エリアの魅力を公民連携により最大限に引き出す。

グリーンインフラ事業としては、人口集積がみられる区域住民の交流の場となる身近な公園の整備や境川流域における保水機能を確保する。併せて、緑豊かな公園や歩行者空間を整備したことによる満足度の増進を図る。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）               2,316  Ａ               2,316  Ｂ                   0  Ｃ                   0  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）         0 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

（H28当初） （H32末）

   1 緑化重点地区内公園整備割合：70.2％（平成28年度）→83.0%（平成32年度）

緑化重点地区内公園整備割合＝緑化重点地区内公園整備箇所数／緑化重点地区内公園箇所数 70％ ％ 83％

   2 再整備を実施した公園において、公園の利用実態調査を実施し、利用者数の増加率10％を目指す。

利用者数の増加率＝再整備後の調査において把握した1ヵ月あたり利用者数／再整備前の調査において把握した1ヵ月あたり利用者数 0％ ％ 10％

   3 新しく整備を実施した公園において、公園の利用者数が誘致圏人口の3％となることを目指す。

利用者数＝新しく整備した後の調査ににおいて把握した１日当たりの利用者数／誘致圏人口 0％ ％ 3％

   4 新しく整備を実施した公園において、公園の貯留雨水量を250m3確保する。

公園の貯留雨水量＝公園の貯留雨水量 0m3 m3 250m3

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む － 避難確保計画の策定 避難行動要支援者名簿の提供

1 案件番号： 0000466545



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H28 H29 H30 H31 R02 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

都市公園・緑地等事

業 A12-001

公園 一般 各務原市 直接 各務原市 － － 吸収源対策公園緑地事業(

権現山周辺地区、前渡地

区木曽川周辺地区)

緑化、植栽を中心とした施設

整備6個所(園路広場、修景施

設、休養施設等)11.4ha

各務原市  ■  ■  ■  ■         166 －

A12-002

公園 一般 各務原市 直接 各務原市 － － グリーンインフラ活用型

都市構築支援事業（権現

山周辺地区)

グリーンインフラの創出と緑

化、植栽を中心とした公園整

備(園路広場、修景施設、休

養施設等)　0.71ha

各務原市  ■         100 －

A12-003

公園 一般 各務原市 直接 各務原市 － － 都市公園事業(前渡地区木

曽川周辺地区)

地域づくりの拠点となる公園

の整備(園路広場、修景施設

、休養施設等)　10.2ha

各務原市  ■         221 －

A12-004

公園 一般 各務原市 直接 各務原市 － － 都市公園ストック再編事

業（川島町総合スポーツ

公園）

利用者ニーズの変化及び老朽

化した施設の整備（運動施設

、園路広場、便益施設等）5.

6ha

各務原市  ■  ■  ■         533 1.47 －

A12-005

公園 一般 各務原市 直接 各務原市 － － 都市公園ストック再編事

業(各務原スポーツ広場公

園）

利用者ニーズの変化及び老朽

化した施設の整備(用地費)4.

3ha

各務原市  ■          78 1.77 －

用地費

1 案件番号：  0000466545



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H28 H29 H30 H31 R02 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

都市公園・緑地等事

業 A12-006

公園 一般 各務原市 直接 各務原市 － － 都市公園ストック再編事

業（各務原スポーツ広場

公園）

利用者ニーズの変化及び老朽

化した施設の整備（運動施設

、園路広場、便益施設等）4.

3ha

各務原市  ■  ■         427 1.77 －

施設費

A12-007

公園 一般 各務原市 直接 各務原市 － － 官民連携型賑わい拠点創

出事業（学びの森）

民間のノウハウや資金を導入

した公園施設の一体的なデザ

インや整備・運営を推進　4.

2ha

各務原市  ■          40 －

A12-008

公園 一般 各務原市 直接 各務原市 － － 都市公園事業（各務原市

民公園）

周辺エリアと一貫したリニュ

ーアル整備事業　6.5ha

各務原市  ■         751 1.53 －

 小計       2,316

合計       2,316

2 案件番号：  0000466545



事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期
事後評価の実施時期

公表の方法

○事業効果の発現状況

定量的指標に関連する
交付対象事業の効果の発現状況

定量的指標以外の交付対象事業の
効果の発現状況（必要に応じて記述）

○特記事項（今後の方針等）

各務原市都市建設部河川公園課において実施
事後評価の実施体制

0000466545案件番号：

R5年3月に実施

各務原市HPにて公表

区域住民の交流の場となる保水機能を持たせた公園の整備や、バリアフリー化や利用者のニーズをとらえた公園の再整備を行う
ことで、多くの方に公園を利用していただいた。しかし、新型コロナウイルス感染症が流行し、外出制限がなされたことで整備
計画策定時よりも利用者が増加しなかった。

引き続き計画の目標を推進するため、公園緑地の整備のほか、多くの方が安全に安心して利用できるよう、既存施設の再整備やバリアフリー化に取り組む。



○目標値の達成状況

番号
指標（略称）
目標値／実績値 目標値と実績値に差が出た要因

 1

緑化重点地区内公園整備割合

最　終
目標値

83％
整備予定の一部公園を別メニューにて行うため目標に達しなかった

最　終
77％

実績値

 2

再整備を行った公園の利用者数増加率

最　終
目標値

10％
令和元年の冬から新型コロナウイルス感染症が流行し、外出制限がなされたことで利用者が増加しなかった

最　終
-10％

実績値

 3

新設公園の誘致圏人口に対する利用者数の割合

最　終
目標値

3％
地域ニーズを取り入れながら整備できたため多く住民に利用していただいている

最　終
12％

実績値

 4

公園の貯留雨水量

最　終
目標値

250m3

最　終
245m3

実績値

1 案件番号：0000466545


